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イベリヤ山系三畳紀層の微細フラクション中の

　鉱物の鉱物学的成因的及び分布上の特徴＊
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序　　論

　イベリヤ山系の三畳紀層の微細なフラクションに関す

る鉱物学的研究は，盆地南部のKeuper統堆積物にっい

てMARFILにより1969年に開始された．

MARFIL，ALoNso及びGARcIA（1971）は，三畳紀下部

層の膠結物質を研究し，見出した種々の鉱物類の中に

KaoliniteとDickiteとがあること，さらにDickiteの方

は熱水条件下で続成作用中に形成されたものと推測して

いる．

　CABALLERo（1972）は，スペインの盆地4カ所の三畳

紀層の微細なフラクションに関する鉱物学的研究によっ

て，Kaoliniteが一般的にかなりよく出てくるものという

よりは，むしろ存在量の豊富な鉱物であることを知っ

た．

　DE　LA　PE歯A（1972）は，イベリヤ山系のMuschelkalk統

を研究し，やはりKaoHniteを見出しているが，これは

大きな量ではない．

　GABALDoN及び　DE　LA　PE負A（1973）は　Molina　de

Aragon地区で，三畳紀下部層中のKaoliniteの存在に

言及している．

　本論文の研究は，イベリヤ山系に属する三畳紀の14の

地層についての詳細な鉱物学的研究の一部をなすもので

ある．CABALLERo（1972）によって行われた研究により，

粘度鉱物の時期的並びに空間的の分布と，その成因が源

泉地域の地形上の進化や気候，盆地の区画化並びにその

地域に存在する各種イオンに密接に関連していることが

明らかにされた．これらのすべての要素は，盆地の進化

が大半その場所自体の条件に基づくということと合致す

＊Caracteristicas　m三nera16gicas，gen6ticas　y　distribuci6n　de　los

minerales　de　la　fracci6n　Hna　del　Trias　de　la　Cordillera　Ib6rica

I）Caolinita　y　dickita＝Boletin　Geo16gico　y　Minero，voL87，p．

47－56．

るものである．これらの事実は，イベリヤ山系の三畳紀

層の微細なフラクションについて，種々の粘土質鉱物間

の，また粘土質と非粘土質鉱物間の，並びに盆地の進化

の時期及び場所を決定づけた条件に関する詳細な研究に

ついての興味をそそるものである．

　筆者等はこの第1回の報告に，Kaolinite及びDickite

について得た調査結果と考察を述べる．次回以降発表の

分には，イベリア山系の三畳紀堆積物の微細なフラクシ

ョンを構成する，上記以外の鉱物の調査結果を述べる予

定である。

実験結果
Kaoliniteは，イベリヤ山系の三畳紀層に非常によく出

てくる鉱物である．筆者等が調査した地層とその地理的

な位置は第1図に示した・Ka・1initeが最も大量にあるの

はAlbarracinと　Segura　de　los：B諭osである1一方

Dickiteは，三畳紀堆積物中にはあまり出てこない鉱物で

あるが，ここの地層ではかなり多く見出される；したが

って，原則的にこの地層に属するサンプルについて行っ

た研究結果について述べよう．

　第2図及び第3図においては，Albarracin並びに

Segura　de　los　B請osのそれぞれ地層から得た泥質フラ

クションと粘土フラクションの，岩質柱状図と総体的な

サンプルの鉱物学的な多様性を示す．いずれの場合も，

Kaolin量teは2ミクロン以下のフラクション中に，かつ

単位地層の下部に濃集し，Dickiteはこれに反し，泥質

フラクション中に濃集するが，層序的な位置は同じであ

る．

　X線回折
　第4図には，SeguradelosB面osの地層に属するサン

プルの，2ミクロン以下のフラクションの定方位配列集

合体について得られた回折のダイヤグラムを示す．その

中にKaoliniteの（001）の反射が7．1Aに，（002）が3，5A
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　第1図　イベリヤ山系の要図と調査した地層の位置
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様性．Albarracinの地層
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イペリヤ山系三畳紀層の微細フラクション中の鉱物（志達　晃訳）
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Kaoliniteを含むサンプルの2ミクロン以下のフラクションの定方位配列集合体が事

前処理のないもの（N）とエチレングリコールで処理したもの（EG）について行われた

X線回折のダイヤグラム．SeguradelosB諭osの地層
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第5図
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Kaolin圭te，開放型皿ite及び少量のTalcにより構成されたサンプルの2ミクロン以

下のフラクションの定方位配列集合体が事前処理のないもの（N），エチレングリコー

ルで処理されたもの（EG）及び550QCに加熱されたもの（550。）について行われたX線

回折のダイヤグラム．Alb＆rracinの地層

に，（130）が2．6Aに，それぞれ認められる三エチレン’グ

リコールで処理されたものにあっては，（001）のラインは

強さにっいても対称についても全く変化がないことが認

められる．このサンプルの中には，Kaoliniteと共に

皿iteが入っていて，（001）の反射が9．gAに，あまり尖ら

ず小さい角度の側に開放的である．

　第5図は，Albarracinの地層に属するサンプルの，2

ミクロン以下のフラクションの定方位配列集合体につい

て得られた回折のダイヤグラムである．その中で，エチ

レングリコールによる処理によってKaoliniteの（001）の

反射が，強さの点にも対称の点にも何等影響を受けてい

ないことが認められる（第5図E　G）・その反対に，熱処

理はKaoliniteの格子を破壊し，その反射は消滅してい

る（第5図550。）．これらのサンプルには，Kaoliniteと共

に結晶度の低い111iteと少量のTalcが含まれている．

　第6図は，盆地の西北部にあるEl　Cercadilloの地層

に属するサンプルの，2ミクロン以下の微細なフラクシ

ョンの回折のダイヤグラムを示すものである3このダイ

ヤグラムの中で，酸処理（第6図TA）がChloriteを破

壊し回折のラインを消してしまっているが，その反面

Kaoliniteの（001）の反射には何の影響も与えていないこ

とが認められる。

　Dickiteの同定は，フラクション中にこの鉱物が非常に

濃集していることが調べられたサンプルの，泥質フラク

ションに属する粉末の回折ダイヤグラムによって行われ

た．

　第7図には，Albarracinの地層に属するサンプルの粉

末の回折ダイヤグラムを示す5この中ではDickiteの最

も主要な反射が顕著である；これは4．2A，3．gA及び

3．4Aに対する反射によってKaoliniteから区別されるも

のであって，それらは両鉱物に共通のものではなく特有

のものである．このサンプルの中にはDickiteと共に

quartzとMicaが入っている．

　示差熱分析

　第8図は，Albarracinの地層のいくつかのサンプルに

ついて行われた示差熱分析のダイヤグラムである．　D一

一228一



脚聯

D－58

軸欄

イペリヤ山系三畳紀層の微細フラクション中の鉱物（志達　晃訳）
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　　　けから成るサンプルに比べると，カーブが遥かに急であ

　　　る．これらのカーブの持つ特性は，COLE及びH：OSKmG

　　　（1957）が行った人工による皿iteとKaoliniteとの混

　　　合物から得られたデータに似ている．

　　　D－203L，D－207L及びD－208Lのカーブは，これら
N
　　　のサンプルの泥質フラクションのものである・Dickiteが

EG　　基礎構成成分で・それにKaoliniteを伴うものである・

　　　100℃で吸熱反応がゆるやかにあらわれるが強さは小さ

τA．い・他に2っの吸熱反応が600℃と670℃とにあらわれ・

　　　それぞれK・aolinite及びDickiteに対応して前者はゆる

　　　やかであるが，後者はカーブ渉相当急である．これと類

　　　似のカーブは，同じ鉱物組成のサンプルについてSMITH－

　　　soN及びBRowN（1957）によって得られている・980℃

　　　では，特徴的な発熱反応がすべてのKandites（HoLDRIDGE

　　　及びVAUGHAN，1957）によって得られている．

　　　　顕微鏡観察

　　　　透過光線による顕微鏡観察を行い，砂岩の膠結物の一

　　　部をなしているDickiteが扇形の集合体をなすサンプル

　　　について観察を行った．

　　　　電子顕微鏡による研究によれば，Dickiteの結晶は第9

　　　図に示すような2ミクロンよりは大きく粗い結晶の塊を

　　　なしている．図に見られるように，このDickiteの結晶

　　　形態は非常に特徴のあるものである．

第6図

716　　　　　　　　9．9　　　　　14．1

Kaolinite，111ite及びChloriteにより構成

されたサンプルの2ミクロン以下のフラク

ションの定方位配列集合体が事前処理のな

いもの（N），エチレングリコールで処理さ

れたもの（EG）及び酸による侵食を加えた

後のもの（TA）について行われたX線回折
のダイクグラム．EICerc＆dilloの地層

203AとD－205Aのカーブは，Kaoliniteと111iteとから

成る2つのサンプルの粘土フラクションに対応するもの

である．最初の吸熱反応が590℃になっているが皿iteだ

討論及ぴ結論

訊）成因
Kaoliniteは三畳紀堆積物中にかなり前から見つかっ

てはいたが，一般的にいって大したものではないと考え

られていた．CABALLERo（1972）は少なくともスペインの

三畳紀層の中には，不規則ではあるが考えられてきたよ

りは多量にKaoliniteが入っていると指摘している．実

際，他ではKaoliniteがおよそ30％位まで入っているの

にイベリヤ盆地ではKaoHniteが出てこないいくつもの

地帯がある．

　この堆積層の最後のタイプについては，Kaoliniteが主

として砕屑状の特徴をもつ他の鉱物とまじって存在す

る．この事実は，たとえ時々上部のレベノレに共出するに

しても，砕屑物相，礫岩及び砂岩の下部地層にKaolinite

が存在することによって理由が強められるものである．

　Kaoliniteは，低い内陸におV・て，強い洗源と酸性pH

の下で盆地に移動するという状況下に形成され，盆地の

周縁部とそれより低い部分全体に濃集し，そこで大半が

十分安定した鉱物として維持されるに至ったと想像す

る．

　DuNoYER　DE　SEGoNzAc（1969）は，続成作用の行われる

一229一
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第7図 Dickite，111ite及びQμ＆rtzにより構成されたサンプルの泥質フラクションにつV・て

行われた粉末の回折ダイヤグラム

D－203A
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D－205A

D－207L

D－208L

第8図
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Albarracinの地層の種々のサンプルにつv・て行われたDTAのダイヤグ

ラム．A二粘土フラクション，L＝泥質フラクション
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イベリヤ山系三畳紀層の微細フラクション中の鉱物（志達　晃訳）

獺

第9図
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　馨鰯鰐・

薮轡麟嚇麟鹸瞬

電子顕微鏡下に観察されたDickiteの結晶

の写真

場所でKaoliniteが変移して行く諸種の例を示している

・よく知られる変移の例の1つは，アルカリ性溶液が温

度が高いという条件の下で続成作用中KaoHniteに作用

して生ずるものである．この揚合KaoliniteはIlliteの

方に進化する．

　続成作用中におこり得る変移の別のタイプには，

KaoliniteからDickiteへの流れがあって幾人もの研究者

によって記載されてV・る；KuLBIGKI（1954），FERRERo及

び：KuBLER（1964〉，BAYLlsls，：LoucHNAN及びSTANDARD

（1965），DuNoYER．DE　SEGoNzAG（1969）等．

　この盆地に出るDickiteは，少なくとも一部は，続成

作用中にKaoliniteからの変移によるものであろう．続

成作用中に酸性溶液が循環する余地があれば：Kaolinite

ができるであろう（MILLoT，19641K肌LER，1968；DuN－

oYERDESEGoNzAc1969）。砂というものは，このよう

な循環にはかなり都合の良い要素となる．上記に示され

た起原によるKaoliniteの大部分は，後目Dickitesであ

ったことが証明されている（CAssAN及びLucAs，19663

FERRERo及びKuBLER，1964）・この場合のDickiteは板

状，扇状等の大きな結晶に育つもので，砂岩の膠結物を

なし，あるいは割れ目を膠結しているものである．

　イベリヤ盆地では，DickiteはKaoliniteとまじり合っ

8u「g。5

Sorgo

oZ。『ogozq

　　ミ　容

　　　　　こ
　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　　　　　Co5量ellon

刷胃．＿

第10図

　　　囮z・n・de。繭
　　　E乙ヨZ・n・deC・・1・nl豊・

イベリヤ山系の三畳紀層下部地域のKaoliniteと

Dickiteとの分布概況
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て既に示した地層の中に出てくる．この事実は，更に別

のKaolinite－Dickiteの変移すなわち新しい形成を思い

起させるもので続成作用の間に若しかDickiteの結晶の

成長をたすけるような酸性溶液の循環があったとすれ

ば，それは当然2つの過程があったものであろう．そう

でないとすれば，変移が行われる以前に粘土及び泥質の

フラクションの50％ないし60％が，その可能性は極めて

小さいとは思うが，相続1生のKa・1initeによって形成さ

れたとしなければならないように思う．

　b）分布
　第10図は，三畳紀中のイベリヤ盆地の略図並びにKa－

01inite及びDickiteの分布を示すものである．第11図は，

同様の略図においてFeldsparの分布を示すものである．

見られるとおり北西から南東に向ってそれらの鉱物の明

らかな減少があることがわかり，それらが見当らない地

層も存在する．Feldsparの量の少ない地域は明らかに

Kaoliniteの割合の最大のところに相当する．第10図に

おいては，同様にDickiteの区域がKa・1initeの区域よ

りかなりせまいことは見られるとおりである．この地域

は更にまた続成作用が最大の区域に相当する．

　c）結論

　イベリヤ山系の三畳紀層中に存在するKaoliniteは相

続鉱物であって，ごくありふれたもので，かつある地層

では非常に豊富な（粘土フラクションの30％におよぶこ

とがある）ものである．とりわけ砕屑物相の地層の下底

あたりに，2ミクロン以下のフラクション中に濃集され

ている．大陸性の変質によるという特徴を持つこの鉱物

は，主として砕屑物からの鉱物として，周囲の大陸のカ

オリン化性気侯の表示体として，その種の地層中に認め

られる．

　この盆地にあらわれるDickiteは，部分的には，続成

作用中のKaoliniteからの変移に由来するものであろう

が，しかしどちらかといえば，酸性ないし溶解性の液体

循環下の強い続成作用の問，新しく形成された可能性の

方が大きいと思う．

　これらの鉱物の分布に関して，Kaoliniteの分布が，少

なくとも部分的にはFeldsparの分布についてみれば，

Kaoliniteの最も豊富な区域でそれが完全に欠除してい

ることが証明されたことにより説明がつけられたことと

思う・Dickiteの分布は，続成作用が最も強かった盆地南

東部に濃集しているところから，続成作用に関係してい

るものである．

3『9。5

彫’

oZomgom

oGu㈱bloro

oTe『ueI

Cuer鷺o

弘一

囮Zq鴇d。F・ld馴。愚

第11図　イベリヤ山系の三畳紀層下部地域のFeldsparの分布概況
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鵬）贈量醗及びM龍a＊

獺。亘》．Ru亙z　C璽uz題臨dしM．A．CABALLE璽o　LOPEZ国LENID互NEZ

序　論

　イベリヤ山系三畳紀層の微細フラクションの，最初の

鉱物学的研究はMARFIL（1969）によって行われた．こ

の著者は，盆地南部のKeuper統を調査して，粘土質鉱

物の結晶化が西から東に向かって増加していることに気

付いた．Muscoviteを相続鉱物として考える一方，111ite

を，続成作用中Muscovite並びに他の粘土質鉱物からの

変移による生成物と解釈するものである．

　MARFIL，ALoNso及びGARGIA（1971）は，イベリヤ山

系三畳紀下部層の膠結物を研究して，同じように相続鉱

物としてのMicasとHydromicasとを見出している．

　DE　LA　PENA（1972）は，同じこの盆地のMuschelk＆lk

統を調査し，粘土質フラクション中のMic＆s，皿ite及

びHydromicasを同定した．

　CABALLERo（1972）は，上記盆地西部のある地層を調

査して，Illiteが下部層の主体をなす鉱物であるが，この

層の上部に向うほど減少し反対に12Aと14Aの組織体が

増加している．著者は皿iteが相続鉱物であるとしてい

る．

　筆者等が調査した地層にあっては，この盆地において

の位置は既報の通りであるが（：Ruz　CRuz及びC超ALレ

ERo，1975），10Aに出る鉱物すなわちMicasとIllitesとが

研究対象としたサンプルの主体をなす微細フラクション

の基本的な構成体である．三畳紀下部層においては，多

くの地層に2ミクロン以下のフラクションが100％に及

ぶものさえある．三畳紀中部から上部にわたっては，10

Aの鉱物は調査したすべての地層にあらわれ，サンプル

の多くは基本構成体としてほとんど常にMAの1群の鉱

物（Chlorite，Montmorillonite及び混合層鉱物）とま

じって出るのであるが，地層の上部に向かうにつれてそ

の総量が増して行く．

実験結果
採集した微細フラクションの個々のサンプルについて

行ったX線回折，示差熱分析，電子顕微鏡並びに偏光顕

微鏡による観察に対する研究結果を次に示す．

X線回折

第1図に，この盆地の西部にあるAlbendiegoの地層

に属するサンプルの，粘土及び泥のフラクションの定方

位配列集合体について行った回折のダイヤグラムを示

す．

　はじめの分には，111iteの最も強い反射が10・0，5・0及

び3．3Aに見られる．ラインは大まかで鋸歯状である．次

のダイヤグラムは泥質フラクションに相当するもので，

前記と同じ反射を示すが，特徴はちがっている．ライン

は尖っており，対称的であって，結晶度が高く結晶の大

きさも大きいことを示している．この場合の回折のダイ

ヤグラムはMicaに相当するものである．

　第2図は，前記と同じ三畳紀下部層に相当するサンプ

ルの，2ミクロン以下のフラクションの定方位配列集合

体にっいて，事前処理のないもの，エチレングリコール

で処理したもの・550℃に加熱したものの，それぞれにつ

いて行った回折ダイヤグラムを示すものである．最初の

ダイヤグラム（N）において，10．0，5．0及び3．3Aのライ

ンがあり，これは前記したサンプルのそれと類似するも

のである．この場合については，皿iteがK．aoliniteを伴

D－107

ノ
廟鰯　　　隔蜘曝

33　　　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　　99

第1図Albendiegoの地層に属するサンプルの粘
　　　土及び泥のフラクションの定方位配列集合

　　　体について行ったX線回折のダイヤグラム

A

し

II）　Ilita　y　Mica：Boletin＜｝eQl6gico　y　Minero，vo1．87，　P．177

　－184，
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D－106
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　　　ノ
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第2図 開放型IIlite（Iv）により形成されたサンプ

ルの粘土フラクションの定方位配列集合体
が事前処理のないもの（N），エチレングリ

コールで処理したもの（EG），550。Cに加熱

したもの（550。）について行われたX線回折

のダイヤグラム．Albendiegoの地層

D。361
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パ E

1

A
ノ 5
’
！

3． 3 5，0　　　　　　　　　　　　　　　1 o

第3図

N

EG

5500

開放型111ite（lv）を含むサンプルの2ミク

ロン以下のフラクションの定方位配列集合

体が事前処理のないもの（N），エチレング

リヌールで処理したもの（EG），5500Cに加

熱したもの（550。）について行われたX線回

折のダイヤグラム．Noviercas－Borobiaの

地層

っているもので，その最初の反射が7．1Aにあるのを認

めることができる．111iteの10Aのラインは，定方位配列

集合体をエチレングリコールで処理した後でも変化がな

く，開放型で非対称的である．加熱処理後のものについ

ても，どんなタイプの変化も認められない．この事実

は，開放型の111iteの場合，すなわち他の鉱物の混合層

の何枚かの層が含まれていることを確証するものであ

る．その他の処理に対する10Aのラインの挙動は，混合

層鉱物がChloriteであることを確証するものと思う．こ

れはLucAs（1962）により報告されているIc1に相当す

るものであろう．

　第3図は，盆地の中東部にある三畳紀下部に相当する

Noviercas－Borobia層のサンプルの2ミクロン以下のフラ

クショシの定方位配列集合体について行った回折のダイ

ヤグラムを示すものである．そこに出る111iteのタイプ

は，今までに示した例のそれとは異なるものである．

　事前処理のないもの（N）の回折ダイヤグラムにおいて

は，111iteは10Aに強い非対称的なラインを示しており，

角度の小さい区域の側に開いているが，5．0及び3．3Aの

ラインよりはるかに不規則である．エチレングリコール

で処理した後のもの（EG）は10Aのラインが若干変化し

てはいるが，やはり角度の小さい側に向かって開いた非

対称がつづいている．熱処理したもの（550。）では，この

ラインが著しく尖り且つ完全な対称になっている．

　この開放型111iteの場合については，熱には不安定で

あるが，エチレングリコールに対しては安定している．

このタイプのIlliteには，混合層のVermiculiteの薄層

が含まれている．三畳紀下部のこの層のサンプルには，

全範囲に混合層の（10i－14v）が存在し，この例はそれら

の1つに当るものであるが，その中のVermiculiteの割

合は至って小さい．

　第4図は，三畳紀上部層に属するサンプルの定方位配

列集合体について行った，回折のダイヤグラムである．

このサンプルは，盆地西部のEL　Cercadilloの地層のも

のである．

　事前処理のないもの（N）の回折ダイヤグラムでは，

10．0，5．0及び3．3Aに反射が認められるが，これはこの

サンプルの2ミクロン以下のフラクションの，唯一の構

成成分である111iteに相当するものである．これらのラ

インは，とりわけその中の第1のラインは，今までの例

で観察されたものとはかなり異なり非常に鋭く且つ非常

に対称的である．エチレングリコールで処理されたサン

プル，ないしサンプルが550℃に加熱された後で行われ

た回折のダイヤグラムは，いずれも同一特性を示してい

る．
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第4図

．」

結晶度の高い111iteにより構成されたサン

プルの2ミクロン以下のフラクションの定
方位配列集合体が事前処理のないもの（N），

エチレングリコールで処理したもの（EG），

550。Cに加熱したもの（550。）について行わ

れたX線回折のダイヤグラム．

EICercadilloの地層
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第6図

D－204

N

111ite及びMicaによって構成されたEL
Cercadilloの地層の種々のサンプルにつv・

て行われたDTAのダイヤグラム．
A：粘土フラクションフL：泥質フラクショ

ン

313　3．

第5図

　　　　　　　　　7　　　…L　　5　　4．4　　　　　　　　　　　　　　　7

　　　　　　　　　　　100
Dickite，Talc及び開放型皿iteにより形成

されたサンプルの泥質フラクションの定方

位配列集合体について行われたX線回折の
ダイヤグラム．Albarracinの地層

　この盆地で見出した結晶度の高いIlliteのあるタイプ

のものがある．CABALLERo（1972）はそのタイプのIm－

tesに対し“lllite－mica”という名称を提案しているの

であるボ，これらの鉱物の大きさは電子顕微鏡で見たと

ころ，従来の皿itesに比べてかなり大きいものである．

　第5図は，盆地南部にある三畳紀下部に相当するA1－

barracin層のサンプルの，泥質フラクションの定方位配

列集合体について行われた回折のダイヤグラムである，

　結晶の大きさは比較的大きいのであるが，結晶度はそ

の割に高くはない。Micaの10Aのラインと共に，Dick－

ite，Qμartz及びTalcのラインが認められる．Talcの

ラインは9．3Aにあらわれている．

　示差熱分析

　第6図に，EICercadilloの地層のサンプルの示差熱分

析による研究で得られた結果の若干を示す．

　粘土質フラクションのサンプルD－56A，D－66A，D－

73A及びD－76Aは，111iteが構成成分の主体をなすもめ

であるが，この鉱物に対して行われたダイヤグラムのあ

らわれ方につV・ては，MuNoz及びALExANDRE（1957）の

解釈がある．最初の吸熱反応は130℃あたりに幅広で限

界がはっきりしない形であらわれ，また同じ性質の別の

吸熱反応が600℃にあらわれており，最後に800。から900

℃の範囲に軽い吸熱一発熱の段が見られる・

　泥質フラクションのD－58L，D－72L及びD－73：Lにつ

いて行われたダイヤグラムでは大部分がMicasに対する

ものであるが，MuNoz及びALExANDRE（1957）によって

特徴のあらわれ方が紹介されている．

　電子顕微鏡観察

　一般に111iteの粒子は輪郭がぼやけて見えその大きさ
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第7図　電子顕微鏡下で観察されたMicaの結晶か

　　　らIlliteへの変移

第8図　電子顕微鏡下で観察されたあるIllitesの様

　　　相

は調べたサンプルの2ミクロン以下のフラクションの中

におさまり，非常に小さいものであった．結晶の大きさ

が増したときには結晶度が高くなっており，泥質フラク

ションにおいてはMicaの結晶が完全に発達しているも

のをよく見掛ける．

　この盆地のある場所，とりわけ南部と南東部では，

Micaと111iteとの結晶のくずれたものにしばしば出会

う．そのような状態の1つを第7図に示した．そこでは

伸びた111iteの結晶が，元の結晶から，とりわけ主な2

方向に従って発達している．

　盆地内の別の場所，とりわけ北西部においては，上記

したこのタイプの変移が進んでいて・その場合大きさの

等しい111iteの柱状結晶が非常によくあらわれる（第8

図）。

　　　　　　　討論及び結論
　10Aの鉱物すなわちIlliteとMicasとは，たしかに三

畳紀の堆積物中に広く分布するものである．筆者等が研

究したこの盆地では，すべての地層に，とりわけ三畳紀

下部に相当するサンプルの多くに，その100％が微細な

フラクションで形成されているものがあった．

　IlliteはKa・liniteと共に，大陸からの相続1生フラクシ

ョンの主体をなしている．この111iteは，大陸のMicas

とChloritesとの分解した終末をあらわしている．111ite

の量は三畳紀下部の終りに非常に大きいが，それは土壌

生成作用が三畳紀上部においてよりも弱かった（運搬と

沈積とが同時に速く行われた）し，そこで111iteが強い

デグラデーション（degradation）によってVermiculite

またはMontmorilloniteに進化することがなかったから

である．

　この盆地では，特性の異なる種々のタイプのIllitesを

同定することができた．それは空間的な位置，時間的な

位置次第で結晶度の高いIllitesから非常に開放性のIl－

1itesまで，またMontmorilloniteないしVermiculiteの

薄層を混合層として含むものであったりする．結晶度の

高い相続性Illitesは，盆地の周縁ないしある区域では地

層の底部に見出される．このような一連の関係は，S量gU－

enza地域で見ることができる・そこでは三畳紀下部層で

皿itesが高V・結晶度を持ち，Chl・riteとKaoliniteを伴

って現出する．そこから西へ数kmのところで，Keuper

統の中に111itesが著しく分解の進んだものでMontmori1－

10nite及びVermiculiteの薄層を含むものが認められ

る．

　他の地域，とりわけ盆地の南部では，この一連の関係

が反対になっている．すなわち三畳紀下部層の111itesと

Micasが非常に分解していて，特に変移の進みによって

地層の上部に向うにつれ，結晶度がはっきりと高くなっ

ている．

　堆積盆地では，111itcs並びにMicasは様々な過程の変

移を蒙むることになるであろう：続成作用が皿iteの粒

子のアグラデーション（Aggradation）をおこさせるであ

ろうことは受入れられている事柄である（DUNOYER　DE

SEGONZAC，1969）・このアグラデーションは電子顕微鏡

によって明らかにすることができ，結晶の形態上の変化

や輪郭ないし透明度の変化も観察することができる．

　同様に，電子顕微鏡下の有様から111itesの起原を推論

する様々の意図がはかられた．KoTELNIKov（1965）は

様々な形態に対する解釈につとめ，大きさの等しい薄層

は相続性皿itesに相当するものであり，一方リボン状で

とうもろこしの花苞をのばしたようなものは，他の鉱物

からの変移によるか，または新しく生成されたIllitesを

あらわすものと考えている．

　MARFIL，ALoNso及びGARcIA（1971）は，電子顕微鏡

下に観察した柱状の晶癖をもつ結晶は皿itesとMicas
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とが堆積盆地の中でHydromicasに変移したものと解釈

する．

　CABALLERo（1972）は，IIliteに上記と類似の変移を観

察したが，これを堆積盆地で行われたとは考えず，大陸

からの相続性生成物であるとしている．

　GuvEN（1972）は，Micaの双晶をなす薄層はMicasが

柱状の111itesに変移した全面的な可能性を示すものであ

るといっている．その変移はMicasの（110）による分離

を意味するもののようである．この変移は，水の過剰と

カリウムの不足とに由来するものであろうとしている．

H：uFF（1972）は同じ事実を，111itesからカリウムが抽出

されるためと見ている．

　X線でも同じように111iteの結晶度の変化を観察する

ことができる．10Aのピークの尖り加減と対称とがこの

進化をあらわすものである．

　このタイプの変移が，岩質の影響を著しく受けること

については考慮に入れておく必要がある：一般に砂岩は

111itesを粘土の場合よりも結晶度の高いものにするが，

それは砕屑性の皿iteの結晶度はその大きさが大きいほ

ど高められ，また続成作用中の熱水溶液によるアグラデ

一ションは，すき間の多い媒体の場合ほど容易であろう

からである．

　続成作用と関係のない，別のタイプの変移は，皿ite

の粒子が堆積の中ほどに達した頃におこる．すなわち，

この中ほどには化学的なある種の特徴ないしイオンのあ

る濃集状態があるからである．盆地の影響は，111iteの

網状組織を変えて再組織し，真正のMicasに変化させる

に至るものであろう．この変換は盆地の中において上の

方へ，並びに中央の方へと行われるであろう．

　いずれのタイプの変移も，MILLOT（1964）によって

“若返り”と名付けられた．この盆地で相続1生の111ites

が部分的に分解した網状組織は，はじめにカリウム・イ

オンが，マグネシウム・イオンも含めて，網状組織に癒

着したものである。いずれの場合も，そのメカニズムは

同一である．この盆地において調査した地層は多数に亘

り，とりわけその中央部と南部とに多いのであるが，三

畳紀下部層には開放型の111itesが存在し，それらは結晶

度の非常に高い皿itesに進化して行くものであり特に

Keuper統にその例が多い．

　上記したぱかりであるが，その2っの変移のタイプの

【）一204

2． 70 3．2轟　333　　3。5 4950 71 95 ．1

國

旺G

5500・

第9図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め，0
第5図に示されたのと同じサンプルの粘土フラクションについて

行われたX線回折のダイヤグラム
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外に，所謂“強くはげしいアグラデーション”に注意し

ておく必要がある．この過程については，LUGAS（1962）

が三畳紀盆地のものに関して報告しているところである

が，調査した地層の上部に向うにつれ111itesの比率は減

少し，同時に14Aの，すなわちChloritesと混合層組織

の鉱物が増加するという．この著者は，混合層鉱物も，

Chl・riteも，相続性のIllitesが盆地内で変移した生成物

であろうとし，混合層鉱物はその中間段階であろうとす

る，

　分解されたIllite→開放型皿ite→

　　（14c－14m）irr．→（14c－14m）reg．→Chlorite

　この現象の原因は，多分盆地内においてマグネシウム

の量が著しく増加することによるものであろう．

　この盆地において筆者等が調査したところでは，地層

内の高いところにMontmorilloniteとVermiculiteとが

存在すること，混合層鉱物の特徴並びに源泉地域の進化

から，供給物質は三畳紀層全部に沿って同じというわけ

ではなかったことを示していることにより，IUiteから

Chloriteへと導いたこのタイプのはげしいアグラデーシ

ョンというものが，もしそういうことが起ったとしても

大した重要性はなく，混合層鉱物の何らかの中間段階を

通ずる

　　Montmorillonite→Chlorite並びに

　　Vermiculite→Chlorite

という一連の変移の方が，遥かにひきつけるものと思
う．

　Illiteの変移の最後のタイプは，この盆地で観察する

ことができる．締成作用はこの盆地全体を通じて全く同

じ影響を及ぼしているという訳ではなく，特に盆地の南

部並びに南東部ではそれを感じさせる．とはいえ，この

地層群の111iteの結晶度は高いものではなく，非常に開

放性の111itesがよく出てくるものである．この地層群に

おいては，皿iteはDickite及びTalcと共出する．皿ite

は酸性ないし稀薄な液体の循環の下での続成作用には不

安定であるらしい．これらのサンプルはX線下にライン

が非常に開放型（第9図）であることを示し，電子顕微

鏡下の観察では多くの柱状結晶を認めるが，大きさの揃

ったものは少ない．

　結論
　以上に説明したすべてのデータから一連の結論に導く

ことができよう：三畳紀下部の時代に大陸から供給され

た主なものはMicasとIllitesとであって，この盆地全体

に亘って一様に分配された．結晶度の良いものは盆地の

南西縁にある．三畳紀中部及び上部の時代になると，他

の鉱物すなわちChloriteと混合層鉱物とのためにIllite

の量は減少するが，しかし調査した地層のすべてに亘っ

てその存在は認められている．

　これらの鉱物は，三畳紀下部層のサンプル多数につい

て，粘土フラクションの1％を構成するものである．泥

質フラクションにあっては，寸法と結晶度が大きい．相

続性鉱物としては著しい多様性があるもので，Illitesと

しては，結晶の非常に良いものから，混合層としてVer－

miculite又はM・ntm・rilloniteの薄層を含むものまであ

る．

　調査した盆地において，ほぽ一般的といえる事実は，

111iteの結晶度の上昇が地層の上部に進むほど認められ

ることである．相続性の皿itesの“若返り”の過程につ

いていえば時の流れるに伴い，イオンの濃集が次第に増

大するにつれて行われるものである．

　変移の別の過程として，続成作用の地域に行われるも

のがあり，111ite－Dickiteの共出がそこでは認められる。

111iteは酸性ないし稀薄な液体循環下の続成作用には不

安定らしい．これらのサンプルは，X線によればIllites

が非常に開放型であるし，電子顕微鏡観察によれば，大

量の柱状結晶が認められるが大きさの揃ったものは少な

い．
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睡1）C鵬麗i艶，Mo魏鵬舘纒o謹豊e及びV舘醗量鋤騰e＊

M．亘》．Ru亙z　C鼠uz題蹴戯M．A．CABALLE盆o　LOPEZ国LEND亙NEZ

序　　論

　LUCAS（1962）がフランスとモロッコとの三畳紀層につ

いて研究して以来，Chloriteは三畳紀堆積物の最も特徴

的な構成鉱物の1つとして明らかにされた．この著者は

その研究に際し，層位学的見地と共に成因的見地からも

検討し，三畳紀層のCh1・ritesの大部分は，堆積中に行

われる変移によって生成されたものであるという結論に

達した．

　同様にCABALLERo（1972）は，調査したスペインのい

くつかの盆地でかなり大量のChloriteに出会い，この鉱

物の種々の起原について詳しく解説している．

　イベリヤ山系の三畳紀層に関してMARFIL（1969）は，

：Keuper統のChloritesの大半を新たに形成されたもの，

または他の砕屑性ChloritesないしMicasが再結晶した

結果と解釈する．　ChloriteのタイプとしてはPennine－

Clinochloreに相当するものと考えている．

　ALoNso及びMARFIL（1970）は，Keuper統のChlorites

について電子顕微鏡による形態学的研究を発表している

が，Chloriteの多数の結晶が斜方の晶癖を持つことを見

出し，Keuper統のChloriteはClinochloreタイプであ

り，堆積過程でマグネシウムの多いChamositeに変移す

るものと推定している．

　MARFIL，ALoNso及びGARcIA（1971）は，三畳紀下部

層の膠結物質を研究して，NontroniteタイプのMontmo・

ril1・nite及びまたは“Hydro－micas”の存在にふれてい

る．

　DE　LA　PENA（1972）は，イベリヤ山系のMuschelkalk

統を調査し，粘土フラクションの中にMontmorillonite

と，少量のChloriteを見定めている．そうしてこの

Chloriteの方は・新しく形成された鉱物と推定している・

　CABALLERO（1972）は，この盆地に関する一連の研究に

おいて，ChloriteとMontmorilloniteとが地層の上部に

なるほど増加することを見出している．

　筆者等の調査した地層においては一まえの報告（RUlz

CRuz及びCABALLERo，1975）に詳述してある一14A

の鉱物（Chlorite，Montmorillonite及びVermiculite）

は，三畳紀下部層にあっては時たまあらわれるだけであ

＊III）Clorita，Montmor皿onitay　Vermiculita：Boletin　Geol6gico

　　y　Minero，voL87，p．284－291．

る．三畳紀中部層のある層から，ないし三畳紀上部層の

別の層から，これらの鉱物は漸次増加して行き，Chlorite

は三畳紀層の最上部で含まれる割合が最高となるのであ

るが，VermiculiteとMontmorilloniteとはその分布が不

規則である。

実験結果
　続いて，サンプルの2ミクロン以下のフラクション及

び2ないし20ミクロンのものも含めて，X線回折，示差

熱分析，並びに電子顕微鏡観察による研究結果の要約を

示す．

　X線回折
　Chloriteは，X線回折のダイヤグラムにおいて，一般

的に成因が異なり場所が異なれば，それらに対応して異

なる様相を示している．

　盆地の西部に最も多く，また一般に三畳紀下部層に多

い例であるが一Chloritesの大部分は相続性である一14A

のラインは鋸歯状で且つ弱く，Chloriteが出てくる割合

は非常に低いものである．7Aのラインは，ダイヤグラ

ムにあらわれる大部分のものが，普通含まれる割合のよ

り大きいKaoliniteによっておおいかくされている．

　三畳紀上部層にあっては，とりわけ盆地の中央部一帯

ではChloriteがひろく分布しており，ダイヤグラムには

様々の特徴が認められる．第1図は，Tr＆macastillaの

Keuper統から採った粘土フラクションのサンプルにつ

いて実施したX線回折のダイヤグラムを示す．

　事前処理をしなかったサンプル（N）について行ったダ

イヤグラムは，14．4と7．1Aにラインがあって，少しば

かり非対称で，角度の小さい方に開放であるが，とりわ

け最初のダイヤグラムにその傾向がある．エチレングリ

コールで処理したあとのもの（EG）については，そのラ

インにとりたてて変わったところはない．550℃に加熱

したあと行ったダイヤグラム（5500）にあっては，7・1A

のラインが消滅しており，且つ14．4Aのラインは新たな

非対称になって今度は角度の大きい側に開放である．こ

のようなラインの挙動は，Chloriteが少しばかりVer－

miculiteかMontmorilloniteの薄層を混合層として含む

ことをあらわしている．

　このほか，加熱処理後の14Aのラインの収縮は，ライ

ンの対称の変化ばかりではなく，混合層として入る薄層
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噛面

D－252

爾幅

N

7． 1 ．4

EG

5500

第1図

醤剛陶

D－371

↑

1

7Q9 9． 9

閥

EG

5500

Illite及びChloriteにより形成されたサン

プルの粘土フラクションの定方位配列集合

体が，事前処理のないもの（N），エチレン

グリコールで処理したもの（EG），550℃に

加熱したもの（550。）について行われたX線

回折のダイヤグラム．

の数が多い揚合，空問組織の軽い変位をおこさせるもの

でもある．

第2図

．2

主に極めて結晶度の高いChloriteにより構

成されたサンプルの粘土フラクションの定

方位配列集合体が・事前処理のないもの
（N），エチレングリコールで処理したもの

（EG〉，550QCに加熱したもの（550。）につい

て行われたX線回折のダイヤグラム．

　第2図は，盆地の北東に当るNoviercas－Borobiaの地

層に属するサンプルの，粘土フラクションについて行っ

たダイヤグラムを示すものである．このサンプルは

．Keuper統の底部から採取した．

　最初のダイヤグラム（N）は，Chloriteの（001）及び

（002）の反射が，14．2と7Aで高い対称を示している．エ

チレングリコールで処理したものは，2っのラインがい
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ずれも変化なくその強さも対称も保持されている．加熱

後のもので得られたダイヤグラムにおいては，M．2Aの

ライン1っだけであって，その強さは著しく上っている

が，7Aのラインは消滅してしまっている．

　この結晶度の高いChloriteが出る場合というのは，盆

地の中でもただこの地域だけである．

　VermiculiteとMontm・rilloniteとは，普通三畳紀の

上部層に出るが，その割合は僅かであって，それだけ炉

D－153

卜

∈

｛・

麟醐

N

EG

5500

構成鉱物としてあらわれるという訳のものではなく，

Chlorite並びにこの種の全範囲に亘る混合層鉱物としぱ

しば互いにまじり合って出てくる．

　第3図においては，盆地北西部のCuevasdeAyllonの

地層に属するKeuper統のサンプルの，泥質フラクショ

ンについて行われた回折のダイヤグラムを示す．基本的

構成物であるIlliteのラインの外に，この正常な定方位

配列集合体において，14．3Aのラインが認められるが，

多数の鋸歯状のぎざぎざを伴い，かつ角度の小さい方に

開放性である．サンプルをエチレングリコールで処理し

た後のダイヤグラムには，14．2から17・3Aにわたる1つ

｛

D－581

第3図

　　70　　　　　　　　』盲QO　　　　　　143　1713

Mica，Vermiculite，Montmorillonite及び混

合層鉱物（14m－14v）により構成されたサン

プルの泥質フラクションの定方位配列集合

体が，事前処理のないもの（N），エチレン

グリコールで処理したもの（EG），550。Cに

加熱したもの（550。）につv・て行われたX線

回折のダイヤグラム．

N

EG

550◎

第4図

　　　1Q．0　　　　　19

111ite及びMontmorilloniteにより構成され

たサンプルの粘土フラクションの定方位配

列集合体が，事前処理のないもの（N〉，エ

チレングリコールで処理したもの（EG），

550。Cに加熱したもの（550。）について行わ

れたX線回折のダイヤグラム．
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のバンドがあらわれる．熱処理後には，すべてのライン

は10Aまでとんで，このライン自体は強さが著しく高く

あらわれる．

　この場合の14．3Aに出る最初のライン’は，　Vermicu－

1ite，Montmorillonite及び1群の（14m－14v）の中間混合

層鉱物構成体を含むものである．

　盆地の中央部（Molina　de　Aragon）のみであるが，三

畳紀下部層のいくっかのサンプルの中に，14Aの鉱物と

してはMontmorilloniteのみが出るという例がある．第

4図は，そのようなサンプルの1っについて，2ミクロ

ン以下のフラクションの回折のダイヤグラムを示すもの

である．

　そのダイヤグラムの最初のもの（N）にあっては，15A

あたりに小さな最高が認められるが，はっきりしたライ

ンは全然示していない．エチレングリコールで処理した

後，16．gAに完全で個性的なラインがあらわれるが，熱

処理後には10Aまでとんで，かつそのラインは非常に尖

った形になっている．

　示差熱分析

　示差熱分析（DTA）による研究を通じて得られた結果

を解明するに当り，この盆地のいくつかの地点で採取し

たサンプルに対応する1群のダイヤグラムを選び出した

（第5図）。

　その中の最初の分，D－371Aは第2図にX線回折のダ

イヤグラムを示したそのサンプルについて行ったもので

ある．その曲線は，成分がほとんど全くGhloriteのみに

よることを表わしている．弱い吸熱反応が150℃にあら

われ，次に非常に強い吸熱反応が630℃に，さらに第3

の吸熱反応が830℃に，そうしてそのあと発熱反応の影

響が850QCにあらわれてV、る．

　第2のダイヤグラム，D－159AはCuevasdeAyllon

D・371A

D－159A

D－581AA
A

r
ー
一

　
A i

l
！
i

I
i

らき＾

；　1＾＝　＝こじ　〕。こ　　　尾lo　6e。　　　530　。。o　㈱読

第5図 この盆地のいくつかの地点で採集されフ
Chlorite（D－371A），ChloriteがMontmori1．

10niteの薄層を混合層として伴うもの（D－

159A）及び111iteとMontmorillonite（D－581

A）によりそれぞれ構成されたサンプルに

ついて行われたDTAのダイヤグラム．

の地層に属するKeuper統のサンプルである粘土フラク

ションについて行われたもので，そのピークは前記のサ

ンプルのものに似ているがそれとの著しい差異は，630℃

の吸熱反応の強さの減少で，その原因はChlor圭teに混合

層として入るM・ntmorilloniteの薄層の割合が増加して

いることによる．

　VermiculiteとMontmorilloniteとはこの盆地にあま

り出てこないものであるが，示差熱分析の曲線でははっ

きりとした区別をつけ難い．ダイヤグラムD－581Aは第

4図のX線回折のサンプルと同じものについて行ったも

のである．Montm・rilloniteの割合が20％を超えている

にもかかわらず，曲線は111itcの曲線の特徴を示してい

る．

　電子顕微鏡観察

　M・ntmorilloniteもVermiculiteも電子顕微鏡で同定

することが困難である．あれはあらわれるものが少ない

第6図 電子顕微鏡で観察された結晶度の高い
Chlorite

第7図 電子顕微鏡で観察されたChloriteがMont－

morilloniteの薄層を混合層として伴うもの
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ことと，それらの結晶の大きさが小さいことによる．は

るかに目立つのはChloriteの結晶であって，とりわけ斜

方ないし六方の晶癖が完全なものがあらわれる場合であ

る．

　このようなChloriteの様相は第6図及び第7図に示す

とおりである．前者は結晶度の高いCh1・riteに当るもの

で，これについては既にX線回折と示差熱分析による研

究の項で述べたところである（第2図及び第5図）・後者

はこれに反して，Chloriteが混合層としてMontmori1－

1・niteの薄層を含むものに相応するものであるが，しか

しその電子顕微鏡下の様相は前者に極めてよく似てい

る．

討論及び結論

　イベリヤ山系の三畳紀層には，Chloriteは非常によく

出てくる鉱物であり，とりわけ地層中の特定の領域に著

しV、が，しかし類似の盆地を研究するに当ってはLUCAS

（1962）及びCABALLERo（1972）によって得られた結果を

考慮に入れれば，期待されるほど多いものではない．

　この盆地で見るChloriteは，次の2っの過程すなわち

相続あるいは変移のいずれかを通じてできたものであ

る．

　調査した盆地のある地域，とりわけ三畳紀下部層には

Kaolinite－lllite－Chloriteの共出が認められる．Illiteも

Chloriteもそれぞれのラインは開放型で，対称性が小さ

い、このような共出はとりわけ盆地の周縁に近い地帯に

よく認められるが，そこでは続成作用の結果は著しいも

のではない．

　相続性と考えるべきこの種のChloritesは強い砕屑性

のレベルによくあらわれ，皿iteに富むが，一面Chlorite

の比率は大抵非常に低いものである．間題は大陸におい

てのBi・tite並びにその他の鉄苦土質珪酸塩のデグラデ

ーションによる生成物のことである．

　相続性のChloritesが一多くの場合，大部分はその割

合が小さいものであるにしても一Mg2一イオンの非常に

多い媒体と共に，盆地に到達してから変移（“若返り”）

を受けるであろうと推測することは無理ではないと思

う．すなわち，大陸から出る分解したChloritesが，Mg2『

イオンを捕えることにより，結晶度の高い真正のChlo－

ritesに変移して行くということである．このような

Chloritesが，結晶度の高い111itesと同様に，この盆地の

地層の上部ないし中央部の方にあるというわけである。

“変移してできた”Chloritesは，相続性Chloritesから

ばかりでなく，むしろしばしばVermiculite，Montmori1－

10niteまたは混合層鉱物といった別の鉱物に由来するも

のであろう．

　Montmorilloniteは一般的に三畳紀の地層にはあまり

出てこない鉱物であって，特にイベリヤ盆地においては

そうである．そのうえに，出るとすれば三畳紀の上部層

に限られるというのがよくある事実である．

　その上下の関係位置からみても，また共出する鉱物か

らしても・ほとんどの場合これが相続性鉱物であろうと

推測することは理屈に合うと考える：

　Buntsandstein統の終りには，大陸は侵食され平らにな

ってしまって地表水は大きなエネルギーを持たなくな

り，土壌成因的な作用は十分にかつ深く，デグラデーシ

ョン現象は高いレベルまで進むであろうし，三畳紀下部

層に沿ってよくおこるように，たとえば分解したIllites

や混合層鉱物特に（10m－14v）タイプの大部分といった

生成物が，盆地に到達する前にMontmorilloniteの姿に

なったと考えるべきである．Mica質タイプの鉱物から変

移したものは，多分Montm・rillonitesの大部分の源泉で

あろう（TARDY，PAquET及びMILLoT，1970）

　この種の変移は次のようであろう：

　皿ite→（10i－14v）→Vermiculite一う（14m－14v）

　　→Montmorillonite

　：Biotite→Chlorite→（14c－14v）→Vermiculite

　　→Montmorillonite

あるいは

　111ite→（10i－14m）→Montmor皿onite

　Biotite→Chlorite→（14c－14m）→Montmorillonite

　事実，既に述べたとおり，Montmorilloniteは単独で

は出ないばかりでなく，大抵の場合混合層鉱物や　Ver－

miculiteを伴って出てくるものである．

　DuNoYER　DE　SEGoNzAc（1969）は，Montmorilloniteが

深くなれば消滅することを，続成作用の結果であると説

明している．この著者は，Montmorilloniteがそれ自体

不安定のため変移を受け，それがアルカリ・イオンによ

る脱水及び吸着をおこさせることとなり，混合層鉱物

（10i－14m）になって行き，更には最終的に111iteにまで

みちびかれることになると推測している．

　続成作用の早期には，半ば地化学的にきまることであ

るが，Montmorilloniteはそのままでいるかあるいは

ChloriteないしKa・liniteの方に変化して行き，続成作

用が進んだ段階では皿iteの方に変化するということを

CAILLERE及びHENIN（1949）の論文が示している．

　筆者等の調査した盆地の場合には，このタイプの変移

が起ったようには思えない1　その理由は既に述べたと

ころによって，三畳紀層全体に沿って沈積したMont－

morilloniteの源泉地地域の気候並びに地形の進化に関連
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してそうは考えていない．

　この盆地でMontmorilloniteが受ける変移は，とり

わけ沈積環境の状況変化に原因ボある．大陸から出た

MontmorilloniteはK＋イオンまたはMg2÷イオンを捕え

ることにより，中間段階の一連の混合層鉱物を通じて

111iteまたはChloriteの方に進化して行くにちがいない・

　第1の例は変移の最も容易な湯合で：

　Montmorillonite→（10i－14m）→111ite

　第2の例は：
施ntm㏄丑1．nite・（14c－14v）一（14c－14m）r喝

　　　　　　　＼（14c－14m）ir．

　　→Chlorite

　これら2つの変移は，当然ながら同時に起り得る．

　このタイプの変移（“強いアグラデーション”）は，と

りわけ三畳紀上部層において起りやすい．中間段階の混

合層鉱物は，アグラデーションの最終状態の鉱物と同じ

く，Keuper統には非常に豊富であるが，Muschelkalk統

にあってはそれどころか，ある範囲に漸くあらわれはじ

めるという有様である。

　Montmorilloniteはまた，堆積盆地で新たに形成され

ることがあり得る．Montmorilloniteのこのタイプの例

については，いく人もの人達によって記載されている：

MILLoT（1964），FoNTEs・FRITz・GAurHIER及びKuLBlcKI

（1967），MoRGENsTEIN（1967），BoNATTI及びJoENsuu

（1968），MoBERLY・KIMuRA及びMcKoY（1968），CABAL、

LERO（1972），等

　盆地のある地区においては，Mg2＋イオンと珪酸との

濃集が，アルカリ性pHと共に，マグネシャを含む

Montmorillonitesができるのに適当な状態にあることが

ある．このMontmorillonitesはそれだけができること

もあろうし，Attapulgite及びSepioliteを伴ってくる

ことも多いであろう．そのようなイオン濃集やアルカリ

性の条件は盆地の中央部によく起ってくることである．

Rueda　de　la　Sicrraの例はそのような1っであって，

MontmorilloniteはBuntsandstein統の時期に新たに形成

され得たものである．この地層面にイオンの濃集は，全

般的には高くはなかったとはいえ，盆地のこの区域に且

つこの時期に，2つの入口に局限された北西から南東に

のびる深い溝があったことを考慮にいれる必要がある．

この区域は閉じこめられていて，必要なイオン濃集は十

分であったであろう．

　Montmorilloniteの新たな形成はまた，DuNoYER　DE

SEGoNzAc（1969）によれば，新しい堆積物の内部におい

て，続成作用の早期にあり得るもので，新しい堆積物の

続成途中では通常アルカリ性であるという．

　Vermiculiteは調査した地層にあっては，常に僅かしか

認められず，かっMontmorilloniteまたは混合層鉱物と

まじってあらわれる．

　Vermiculiteは通常各地層の上部限界に認められ，そ

のことはMontmorilloniteの大部分が，大陸性の変質が

それを生成するのに十分な時期すなわち三畳紀上部期に

おいての相続鉱物であろうとするのと同じと思う．とは

いえ，このことはそれまでの時期に，この盆地にある程

度のVermiculiteが到達していたかもしれないというこ

とを否定するものではない．

　実際，Montmorilloniteの形成に至る前に，大陸性の

Micasがデグラデーションの過程で，Vermiculiteになる

かもしれない．従って既にBuntsandstein統の時期に砕

屑性供給物の中にこの鉱物が若干あったかもしれないと

思う．

　この盆地でのVermiculiteの変移の過程は，特に

Keuper統に沿って起り，この鉱物の進化に当っては限ら

れた範囲の構成体になって行くものである．調査したい

くつかの地層の中では，次のような一連の関係を観察す

ることができる．

　Vermiculite一（14c－14v）一Chlorite　v－Chlorite

　多くの場合，この種の変移はM・ntmorilloniteのうけ

る変移と同時であって，混合層鉱物（14m－14v）はよく

　（14c－14m）を伴うもので，Montmorilloniteが見られ

ないという場合は，上記したつながりがもう1歩進んだ

状態であろう．

　結論
　L　Chloriteは相続鉱物として，三畳紀下部層の盆地

周縁区域のみに，Illite及びKaoliniteを共出してあらわ

れるが，常に少量である．通常2ミクロン以下のフラク

ション中に濃集している．

　2。MontmoriH・niteは三畳紀の最後の段階で，大陸

での分解作用がこの鉱物をつくり出すのに十分な場合に

のみ相続する．

　3・Vermiculiteは三畳紀上部層にあって，Montmori1－

10niteと同様の状況下に，ときたま見出されるだけであ

る．これら2種の鉱物は，2ミクロン以下のフラクショ

ン中に濃集している．

　4・　この盆地に出るChloritesの大部分は，分解の進

んだ鉱物すなわちChlorites，IIlites，Montmorillonites，

Vermiculites及び混合層鉱物の変移による生成分であ

る．

　5．　このタイプによるChloritesは，とりわけ泥質フ

ラクション中に濃集し，一方2ミクロン以下のフラクシ

ョン中には混合層鉱物が優勢である．
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　これらのChloritesをX線で研究したところでは，大

抵なにがしかのMontmorilloniteの薄層を含むものであ

る．それにもかかわらず，電子顕微鏡下でそれらは斜方

及び六方の形を示している．

　6．Montmorilloniteの新たな形成には，局部的にイオ

ンの十分な濃集とアルカリ性pHを必要とするのである

が，Molina　de　Aragon地区では盆地の区画化が起ってそ

れが促進された．Montmorilloniteは，大量のCalciteと

共に砂岩のレベルで形成される．
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亘V）混合層鉱物＊

M．B．Ru亙z　C璽uz我掘M．A．CABALL臨o　LOPEZ・LE冊亙NEZ

序　論

　三畳紀層の微細なフラクションの，鉱物学的に最も興

味のある様相の一つは，疑いもなく，そこにあらわれる

混合層鉱物の大きな多様性である．

　イベリヤ山系の三畳紀層中にある混合層鉱物の存在

は・今目までのところ・行われたいくつかの研究が局部的

のため，大部分について気付かれないで来た．MARFIL

（1969）は，この盆地の南部地域のKeuper統中に，混

合層鉱物の1種Corrensiteタイプが存在することを指摘

した．CABALLERo（1972）は同様に，盆地の西部地域に

Keuper統中の混合層鉱物（14c－14m）を見出している・

　三畳紀のMの地層について行われたこの研究によっ

て，いくつかのタイプの混合層鉱物を明らかにすること

ができたが，一般的に場所についても時代についても，

その分布はあまり一様ではない：三畳紀下部には，盆地

のある区域に単に局部的な形で混合層鉱物（10i－14v）

と（10H4m）があらわれるが極めて稀である．三畳紀

中部からは，盆地のある区域に（14c－14m）タイプの混

合層鉱物があらわれはじめ，三畳紀上部の方に次第に多

くなって行き且つ分布が規則的になって行く．三畳紀上

部になれば，更に混合層鉱物（14c－14i）が非常によくあ

らわれ，またそれと類似の層準に，たとえわずかの事例

ではあるが，（M　m－14v）と同定される混合層鉱物が出

てくる．なお，盆地の西部地域だけに限られるが，三畳

紀層の全体に沿って，16Aあたりに一連のラインが出る

ような混合層の一連の構成体が認められる．

量にあらわれる．これは，いずれにしても不規則な混合

層鉱物であって，最初のラインが13Aか11・5A付近にあ

らわれ，時々ではあるが同じ1つのサンプルのうちにそ

の2つがあらわれるというものである．その他の反射

は，6。7A，6．3A，6A，5．7A……によく認められる．

D－359

実験結果
混合層鉱物の様々なタイプの同定は，さきに言及した

が，基本的にはX線回折による研究を通じて行われる．

また，これらの鉱物の大半は，その含まれ方が非常に少

ない場合を別にして，示差熱分析（DTA）による研究に

よってもまた特性を知ることができ，時たま電子顕微鏡

による同定が行われる場合もある．

　X線回折
　混合層鉱物（10i－14v）

　この混合層鉱物は，調査した盆地の中のある区域に大

ε 6．7 9 1

髄

EG

5500

＊IV）　Minerales　interestratiHcados；Boletin　Geol6gico　y　M1nero，

　　voL87，P．409－417。
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第1図

．5

111ite及び（10i－14v）により形成されたサン

プルの粘土フラクションの定方位配列集合

体が，事前処理のないもの（N），エチレン

グリコールで処理されたもの（EG），550。C

に加熱されたもの（550。）について行われた

X線回折のダイヤグラム．Noviercasの地層
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　第1図は，Buntsandstein統のNoviercasの地層のサン

プルの粘土フラクションに対応するものであるが，定方

位配列集合体を，事前処理のないもの（N），エチレング

リコールで処理されたもの（EG）及び550℃に加熱された

もの（550。）について行われた回折のダイヤグラムであ

る．この場合，13．5Aにあらわれた最初のラインは，エ

チレングリコールによる処理の後には変化はなかった

が，熱処理の後には消滅している．

　第2図は，上記と同じ条件で，同じN・viercasの地層

D－360

ao　6．7

第2図

1

N

に属するサンプルについて行った結果のダイヤグラムで

ある．この場合は，13．5Aと11．1Aとにラインが出てい

るが，種々の処理に対するラインの挙動獄似たようなも

のである．

　混合層鉱物（10i－14m）

　この混合層鉱物は，調査したサンプルの中で時々あら

われた程度で，非常に大量存在する（10H4v）と常に

まじり合っていることが認められている．13A付近の最

初のラインは，エチレングリコールで処理した後には，

D－152

盧G

弱oo

．1　1．5

皿ite及び（10i－Mv）により形成されたサン

プルの粘土フラクションの定方位配列集合

体が，事前処理のないもの（N），エチレン

グリコールで処理されたもの（EG），5500C

に加熱されたもの（550。）について行われた

X線回折のダイヤグラム．Noviercasの地
層

N

EG

550◎

第3図

7σ7　　　　　10．0　　　　1．1

Mica及び（14c－14v）を含むサンプルの泥質

フラクションの定方位配列集合体が，事前

処理のないもの（N），エチレングリコール

で処理されたもの（EG），550。Cに加熱され

たもの（550。）につv・て行われたX線回折の

ダイヤグラム．CuevasdeAyllonの地層
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2っの小規模の最高点を13Aと14．2Aとにもっ1っのバ

ンドとなってあらわれる．熱処理によってこれらのライ

ンは消滅し，すぐ10Aまでとぶことになる．

混合層鉱物（14c－14v）

調査したいくつかの地層の中に，この鉱物は非常によ

く見られたが，しかし三畳紀上部層だけに限られてい

る．

事前処理のないサンプル（N）について行われたダイヤ

グラムに出た14A付近のラインは，エチレングリコール

で処理したものにおいて，7Aの反射と同様全く変化は

なかった．その反対に，熱処理によるものは，最初のラ

インが角度の小さい方に変位する．そのずれ方は一方の

鉱物に対する他の種類の薄層の入る比率次第である．調

べたサンプル中のあるものについて，最初の反射の認め

られる普通の混合層鉱物が最初の反射を熱処理後のダイ

ヤグラムで観察することができる．

　第3図においては1っの例を示したが，初めの2っの

ダイヤグラムの14．1Aの線が3番目のダイヤグラムで

12．gAに下っており，そのことはChloriteの薄層がVer－

miculiteのそれよりも比率が大きいことを示している．

　混合層鉱物（14c－14m）

　これは研究した地層の中では，そのあらわれ方がKeu－

per統の中とかまたMuschelkalk統の上部のある範囲に

限られているという点はあるにしても，最もよくあらわ

れる混合層鉱物である．これは多くの場合，粘土フラク

ションのうちでも，その大きな部分を構成する成分であ

り，且つまた泥質フラクションの中にあっても大きな割

合を占めるものであるが，IIliteその他の混合層鉱物を

伴って出るものである．

　処理なしのサンプルについて行ったX線回折のダイヤ

グラムでは，14．4A及び7．1Aのラインがあらわれ，エチ

レングリコールでサンプルを処理したものは，15．7A付

近で角度の小さい方に転位するが，熱処理の後，角度の

大きい方，12Aないし13A付近に転位する．これらの場

合の大半は，第4図に見られるように混合層鉱物は反射

の最初のものは見えないが，Corrensiteに近いものであ

る．他の場合，熱処理のあとでは，2L5A（第5図）付

近に最初の反射が認められる．

　混合層鉱物（14m－14v）

　この混合層鉱物は，研究したサンプルの中ではあまり

出て来なかったし，その量も僅かである．サンプルは

Vermiculite，Montmorilloniteのいずれか，またはその

両方との混合物である．最初のラインは，14Aのところ

で普通非常に幅の広い形を示すが，サンプルをエチレン

グリコールで処理したあとでは，14Aと17Aとにバンド

ζ）一2租2

10 oム　　13『 鵬76

第4図

鯛

旺G

5500

71　　　　　　　　　　1Q』04卜　　13．5　　　15．76

　　　　　　　　　14，4
（14c－14m）及び111iteにより形成されたサ

ンプルの粘土フラクションの定方位配列集

合体が，事前処理のないもの（N），エチレ

ングリコールで処理されたもの（EG），550

℃に加熱されたもの（550。）につv・て行われ

たX線回折のダイヤグラム．
Albarracinの地層
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隔

D－304

71 9． 1tg14。

N

15，1　21．5

EG

5500

皿ite及び（14c－14m）により構成されたサ

ンプルの粘土フラクションの定方位配列集
合体が，事前処理のないもの（N），エチレ
ングリコールで処理されたもの（EG），550

。Cに加熱されたもの（550。）について行われ

たX線回折のダイヤグラム．（550。）のダイ

ヤグラムには混合層鉱物の第1級の反射が
認められる．

を示し，熱処理後のものでは，10Aまで下って角度が小

さくあらわれる．

　混合層鉱物，16Aのもの

　この鉱物は盆地の三畳紀層全体に沿って，西部地域の

地層だけに出る（SIGuENzA及びCERG畑ILLo）．

　第6図では，Siguenzaの地層に相応するサンプルの例

を示す．この図では，処理なしのサンプルでは1gA，

16．2A，14．2Aの線が認められる．また6A，7Aの範

㌔

第5図 第6図

6． 7 7

【）一26

〈

N

蔭

、

5
ム

〈
ノ

〈 1

『

俸

14， 216，219，02

εG

5500

種々の処理に対する16Aの混合層鉱物の挙

動を観察し得るサンプルの粘土フラクショ

ンの定方位配列集合体が・事前処理のない

もの（N），エチレングリコールで処理され

たもの（EG），550。Cに加熱されたもの（550。）

について行われたX線回折のダイヤグラム．

Siguenzaの地層
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囲にもラインが認められる．そのほか10Aに，構成成分

の主体をなす111iteの線が見られる．エチレングリコー

ルによる処理のあとには，前記のラインに対して，14A

から1gAにかけて多数のピーク渉あらわれて混乱してい

るのが認められる．550℃に加熱した後では，線は新たに

再組織される傾向があって，16Aあたりに最大があり，

14．2Aはそのまま維持してv・るものである．14Aと7A

のライシはChloriteのもので，19A，16．2A，6．6A，

6．4A等のラインは多分異なる2つ以上のタイプの薄層

が作る混合層構成体に相当するものと思う，

　示差熱分析による研究

　示差熱分析による研究は，X線回折を通じて同定され

た混合層鉱物の特性を明らかにすることを可能にした．

いくつかのサンプルのうちで，特に（10i－14v）（14c－14

m）及び（14c－14v）の比率が非常に高い場合について，

第7図ではそのようなダイヤグラムのうちで最も特徴的

のものを示す，

　D－355A，D－366A及びD－369Aのカーブは，Novier－

casの地層の種々のサンプルの111iteと混合層鉱物（1Qi－

14v）によって構成される粘土フラクションに相当する

ものである．初めの2つの検査で最も重要なことは，

190℃に非常に深い吸熱反応があって，これはVermi－

culiteの水の逸失に相当し（WALKER及びCoLE，1957）

別に小さな発熱反応が680℃にあることである．D－369A

のダイヤグラムは上記に似た様相をもっているがしかし

低い温度のところ，100℃と300℃の間に3つの吸熱反応

が認められる．発熱反応は670℃にあるが，この場合非

常に弱いものである．

　D－401AとD－402Aのダイヤグラムは，三畳紀上部層

のAranda　de　Moncayoの地層の2っのサンプルの粘土

フラクションのものである．これは111iteと混合層鉱物

の（14c－14v）並びに（14c－14m）から成るものである．

これらのカーブに関して最も特徴的なことは，最初の吸

熱反応が180－190℃にあり，対称的で尖った角度をなし，

Vermiculiteの特性を示していることである．第2の吸熱

反応は600℃に非常に幅の広い形であらわれ，また870℃

に吸熱発熱反応の浅い段が認められる．

　残りのカーブは，最も主要な構成鉱物が混合層鉱物の

（14c－14m）であるサンプルに相当するものである．D－

157Aのダイヤグラムは，三畳紀上部のCuevasde　Ayllon

の地層の粘土フラクションのサンプルのものである．

D－601A及びD－602Aのダイヤグラムも，三畳紀上部の

Molinade　Aragonで採取したサンプルのものである．

D－304AはHuelamoのKeuper統の粘土フラクションの

サンプルについて行われたダイヤグラムである．これら

D弓55A

D・366A

D・369A

｛）一401A

D－402A

D・157A

D・601A

D・602

D・504A

o⊂

第7図

160　2DO　360　め0　560　660　760　860　goo　lo60

盆地のいくつかの地点のサンプルの粘土フ

ラクションについて行われ，それぞれに様

々な混合層鉱物の特質をあらわすDTAの

ダイヤグラム．

カーブ　D－355AシD－366A，D－369Al（10i－

　　　　10v）
　カーブ　D－401AシD－402Al（14c－14v），

　　　　（14c－141n）

　カーブ　D－157A，　D－601A，　D－602A，

　　　　D－304A：（14c－14m）

のいずれも，最初の吸熱反応が130℃で非常に幅の広い

形であらわれ，第2の吸熱反応が630CCで顕著にあらわ

れ，最後に830℃でまた別の吸熱反応があって，870℃の

発熱反応につながっている．これらのカーブは，COLE

及びHosKING（1957）がC虹10rite－Chlorite固定タイプ

の混合層鉱物に関して示した特性と非常に似ており，

CABALLERo（1972）がChl・rite－Montmorill・niteの混合

層鉱物について提供されたものとも似ている．900℃に

加熱したサンプルの粉末の回折ダイヤグラムを作った

が，最終の発熱反応がEnstatiteの形成によるものであ

ることを明らかにしている．

　電子顕微鏡観察による研究

　電子顕微鏡による研究では，種々の混合層鉱物の主体

をなすMicaを区別することはできなかった．特に（10i－

14v）の混合層鉱物はどのサンプルにも非常に多量で何

れも類似の様相を示すためである．それにもかかわら
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毒
鰹豪

　磁無
謬嚇一騨糊轡鍵耀

第8図　電子顕微鏡下の混合層鉱物（14c－14m）の様

　　　相．Huelamoの地層

ず，Huelamo及びAranda　de　Moncayoの地層にそれぞ

れ対応する第8図及び第9図に示すように，混合層鉱物

の（14c－14m）の2つの様相について同定することがで

きた．この混合層鉱物の結晶の大きさは通常随伴する

Chloriteの大きさに比べて非常に大きい．第9図では混

合層鉱物の結晶の境界に存在する斜方形を見ることがで

きる．

討論及び結論

　イベリヤ山系の三畳紀層には混合層鉱物が非常に豊富

に存在し，その多様性は場所についても時代について

も，あるものにとってはそこの起源があり，他のあるも

のにとっては三畳紀層に沿う堆積の環境に関してその特

徴がある等，また盆地内のある地点から他の地点にと，

そのあとをたどるのは比較的容易である．

　相続
　調査した盆地に存在する混合層鉱物の大部分は，大陸

のデグラデーションによる生成物として，源泉地域から

の相続物と推測することができる．このようにVermi－

culite及びMontmorilloniteの形成に至った（Rulz　CRむz

及びCABALLERo，1975）デグラデーションは，同時に混

第9図　電子顕微鏡下の混合層鉱物（14c－14m）の様相．

　　　Aranda　de　Moncayoの地層

合層鉱物構成体の理由づけ（CAMEz，1962；REYNoLDs，

19711その他）を与えるものである．

　三畳紀下部の時代の大部分，盆地内には開放型の1レ

1itesが時には混合層鉱物（10i－14v）を伴って届いたで

あろう．この混合層鉱物は，大陸のMicasがデグラデー

ションの中間過程をあらわしているように思う．その

Micasは後目Vermiculiteになって行くものである，

　時が流れ大陸が進化するにつれて，多分盆地には更に

分解の進んだもの，すなわちMontmorilloniteと　Ver－

miculiteが一連の混合層中間鉱物：（10i－14m）（14c一

14m）（14c－14v）及び（14m－14v）を伴って到着したこ

とであろう．このように多様な相続は，盆地の周縁地帯

に保存されている．そこではこれらの相続鉱物は，中央

部よりは低いイオン集中により，これ以上分解できない

鉱物への進化ができなかったものである．それがCueva

de　Ayllonの地層の例である．

　変移
　上記のような相続性のいずれの混合層鉱物も堆積盆地

に届くと共に，とりわけ陽イオンの負荷をもつ水の作用

を受けて，一連の変化をこうむることになるであろう．

　混合層鉱物（10i－14v）と（10i－14m）は，Buntsand一
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stein統の中に限って認められるが，その大部分が相続性

の起原によるものである．その上部に上記のものが欠除

するのは，少なくとも次のようなタイプの変移をこうむ

った故であろう．

　　（10i－14v）　→IIlite

　　（10i－14m）→111量te

　相続性起原の混合層鉱物（14m－14v）（14c－14m）及び

（14c－14v）は盆地の周縁地帯に認められる。これらの地

層に存在する一連の関係は，重要な変移が起ったかどう

かを推論することはできない。反射に盆地の内部地帯に

おいては，これらの鉱物が地層の上部に向うにつれ下記

のような進化を見ることができる．

　　（14m－14v）→（14c－14m）

　　（14c－14m）→（14c－14m）reg。→Chlorite

　　（14c－14v）　→Chlorite

　分　布

　三畳紀下部層においてIlliteに伴って混合層鉱物（10i－

14v）と，これより少ないが（10i44m）が認められる．

盆地においてのこれらの鉱物の分布状況は第10図に示し

た．上記の鉱物は盆地の東部地帯（Noviercas－Borobiaと

Aranda　de　Moncayoの地層）に大量に現出するが，特に

前者は西部地帯，Albendiegoにおいてよく見られる．見

られるとおり，これらの混合層鉱物の存在は，Sierra　de

1a　Demandaを例外とする（そこでは出てこない）が，盆

地の北部地帯までである．

　これら2種の混合層鉱物，特に（10i－14v）の盆地南

部及び南東部への消滅については，その相続性起源とい

うことで的確に説明できるであろう．このように，北西

部はKaoliniteと（10i－14v）に一致するが，北東部では

混合層鉱物が非常に多くてKaoliniteは存在しない．盆

地の南部及び南東部でそれらが欠除することは，この鉱

物が砕屑性の集積を形成しなかったということで簡単に

理由づけができるであろう．

　混合層鉱物，特に（14c－14m）の三畳紀上部時代の分

布は盆地全体を通じて至って単調である．とはいえ，地

層の上部に向うほど，ある規則性の傾向が認められ，盆

地の中央部一帯と南西部（Molina　de　Aragon，Albar－

racin，Tramacastilla，etc・）にそれは特に著しい．

　混合層鉱物（14c－14v）は通常（14c－14m）及びChlorite

とまじって出る．この鉱物の盆地内の分布は，大体にお

いて第10図に示した（10H4v）の分布と一致している．

アグラデーションの途中過程ではChloriteができるが，

盆地のこの地帯では，盆地への供給物中にある程度の

Vermiculiteが含まれていたであろうと推定する．

　16Aの混合層鉱物の存在は，三畳紀の全期間を通じて

あらわれるが，盆地の北西周縁だけに限られる．このよ

Burgo5
o

〃

へ
oZ。「。goz。

7
－

　　　＼．

　　　　　　“

　　　　　㎞、

　　　　　　稀卒

、侭（

第10図

　　　　　　　囮Z。n。de・・1－14v，

混合層鉱物（10i－14v）の分布を示すイベリヤ山系の要図
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うな，場所に関する限界というものは，盆地内でこの地

帯でだけの相続という点から，この鉱物に対する砕屑性

起原を示唆するものである．

　結　論

　イベリヤ山系の三畳紀層にあらわれる混合層鉱物に関

して推定できた最も重要な結論並びに分布状況は次の通

りである：

　L　イベリヤ山系の三畳紀層中に同定された混合層鉱

物は：（10i－14v）（10i－14m）（14c－14v）（14c－14m）及び

（14m－14v）である．この外にも混合層鉱物が，16Aに

あらわれるが，今までのところ同定できないでいる．

　2・　これらの鉱物の起源は多分：大陸からの相続性，

または堆積物が盆地の中で変移したもの．

　3．上記したような相続による混合層鉱物の相互間に

おいて，最も豊富に存在するのは（10i－14v）であるが，

これは三畳紀下部の砕屑性の相のみに伴うものである．

同じ状況下に僅かではあるが，（10i44m）も認められ

る．両鉱物共2ミクロン以下のフラクションとして濃集

する．

　盆地の北西周縁部に，この外相続による（14m－14v）

（14c－14v）（14c－14m）及び16Aの混合層鉱物がある．

　4・　ここに存在する混合層鉱物の大部分，とりわけ

（14c－14m）と（14c－14v）は，本質的にMontmori1－

10nite及びVermiculiteという相続鉱物の盆地内での変

移生成物である．これらの変移は最終的にChloriteに至

る．その過程は地帯によっては三畳紀中部にはじまる

が，それが真に重要となるのは，三畳紀上部になってか

らである．

　5・第10図に示した（10i－14v）（10i－14m）及び（14c－

14v）の限界は，多分盆地全体に亘る堆積物の性質の相異

によるものであろう．このことはまた，盆地北西部に存

在する16Aにあらわれる混合層鉱物の限界の理由ともな

るものであろう．

　6・　（14c－14m）の分布はかなり一様である：変移生

成物とりわけMontmori110niteはイオン濃集が十分なと

きに成長がはじまるものである．
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